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多 くの場合高次摂動項か発散をしてしまうという困難を招 く｡ Bogoliubovと えuba-
rpvl)(BZ)はこの系のSch,Adinger 方程式を紺 変数で書き変え,新 しい非エル
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である｡ ここで (2.ユa)で記述される系の自由度は次元X粒子数であるのに, (2.lc)
では変数の数は無限大にな→ているo Lたがって βk の間には無限個の束縛条件がある
はずである.しかしこれが互に独立であると老えて (2.1C)式を解き,この解に(2.1b)








という変換を行 うとβk, ∂/∂βkに関して二次の項は調和振動子の方程式 と同じ形
に変形され,最終的には
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. (2.8C)
で与えられるO (2.Q)が成 り立つかどうかを論ずるまえにこっの波動函数の 内積がど
う定義されるべきかを老えようo fr十 空間において内積は
(¢,少 ) - ･rQ*(rl∴rN)直 r,,･.,rN)drl･･･drN, (2.9a)
に羊って定義されたoしたがって fpki空間における内積は (2･1b),(?･2a),(2･2b)
より
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は自明であるo ∂/∂pkと-∂/8p-kや辻 ′レミット共役やあれば bkと bk+ が共役で
あるという証明は完貯するが,実はそうはならない｡例として
･ - exp工 k′遠,_k i,pk′･p-k′)′甘 -p-k-◎ (2･10?)I
なる波動函数を考えて.見よう,
･議 ◎,V)- o (-2･1-Ob)
∂
(◎,-aT kV)I- ⊥(◎･0)'キ 0 /(2･10C)-
であることが示され∴ ∂/∂pkと-∂/ap_kは共役になっていないことがわかるムも
し我々両 横の定義を次のよ､う隼変更すれば両者は共役.轡 る
･叶 --1拙 pkH v({pkH g dPkFdLkS･ (2･11)
′
ここでpkC …Repk,PkS… LymPk,H'は半球上にあるk を省 く積を意味するもQ?k ,
とするo (例えばkz>0)o すなわちBZは暗黙の中に内積が (2･11)で与えられ肴
と仮定しているのである.し長が ってB_Z_の-ミル トニアンから求められた波動函数
+(†rjl)は SchrAdinger方程式 (2･1~a)を満足するであろう､と考えられるoLかL
J万,*車 drl ∴ drN が有限になる保証がないので物理的に無意味な解になっている可
能性がある｡
§3.厳密解 との比較-




















- 一も3γ(j+13)/2×constant, ∫- 1,2,･･ (3･1C)
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トしたこ その結果 γ2 の係数として 0.0654±0.0002を得た｡すなわち
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崎,発生川に･よる理論; correlated basis functionの方法,西山理論等があるが
これらの関連につレ)ては参考文献 3を参熊されたい｡
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